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2019 年度 幼稚園自己点検・自己評価結果 

 

１・大麻藤幼稚園の教育目標 

・自分を信じ、自分を愛することができる子ども 

・思いやりや感謝の心を持てる子ども 

・主体的に、生き生きと生活できる子ども 

 

「自分でしたい！」を大切に、 

「自分でできた！」という喜びを積み重ねることにより、 

主体的に生き生きと人生を歩んでいくための力を養います。 

 

２・学校評価の具体的な目標・計画 

評価項目に沿って自己点検、自己評価を実施することによって、教師自らが客観的に自園を見る目を 

養い、施設の改善、教育内容の改善に主体的に取り組み、保育の質の向上に繋げる。 

 
３・評価項目の達成および取り組み状況 

評価項目 取り組み状況 

幼稚園教育要領を踏まえ、園の教育理

念、教育方針を理解し、子どもの実態に

合わせた教育課程・指導計画を作成し

ている。 

毎年、指導計画に加筆修正を行い、子どもの実態に即した内容となる

よう努めている。 

子どもの健康と安全に配慮しながら、

環境を構成する。 

施設、設備、園庭遊具などの安全を定期的に確認し、安全に園生活が

過ごせるよう努める。また、確認したことは全職員で共有する。 

子どもの実態を把握し、教職員で共通

理解を図っている。 

共通理解の場も、報告の仕方、時間、内容を考えて意見できるように

なる。また、全職員で共有できるように努める。 

生活や遊び、行事を通して豊かな心の 

体験ができるようにしている。 

今の子どもたちに必要な体験ができるような環境を、時期を考えな

がら準備している。 

園だより、連絡ノート、ホームページ 

保護者会等で幼稚園からの情報を発信

している。 

園の教育方針や取り組みを、ホームページや園だよりで積極的に情報発信して

いる。また、連絡ノートでは個人の園での様子を年８回記載し、保護者の側から

も返信してもらうことで相互理解を深めている。 

研修の積極的な参加と共に、道央ブロ

ック大会の公開園として学びの機会を

持つ。 

各種研修に積極的に参加し、ひとり一人が目的をもって学び、その研修内容を職

員間で共有し、実践につなげたり、様々な保育に関する理解を深めている。 

また、公開保育園として日々の保育を見直し、話し合いを重ね、学ぶ意識を高め

る。 

小学校との連携を実践し、子どもたち

が不安なく就学できるように努める。 

年長児が大麻小学校と交流の機会を持つ。小学校の環境に足を踏み

入れ、授業に参加することで、次年度の生活に期待を持つ。 

 



４・自己評価結果 

結果 理由 

 

B 

道央ブロック大会での公開保育を経験し、大変ではあったが、保育の

について改めて話し合いを重ね、他園からの保育者から評価をいた

だいたことは自信にも繋がり、達成感を持つことができた。 

幼少連携や、老人施設の訪問等、地域との繋がりも少しずつ広がって

きている。次年度からのこども園移行に向け不安もあるが、今勤務す

る教職員を中心に藤幼稚園の教育を継承しながら、こども園として

の役割を果たしていけるよう今後も客観的な目で自らの保育を振り

返り、努力を重ねていく。 

 

５・今後取り組むべき課題 

評価項目 具体的な取り組み方法 

幼保連携型認定こども園として、カト

リック園としての教育・保育の推進 

カトリック園としての精神を基盤にした、こども園の教育保育理念、

方針を再確認し、基盤を確立する 1 年にする。 

地域の自然や地域社会と積極的

な関わり 

園舎環境の工事は継続する。使用できない環境も多いので子どもた

ちの遊びの場を広げていく必要がある。さらに江別市や近隣の地域

の自然や施設等を利用しながら、より充実した保育内容を考えてい

く。大麻小学校との連携は引き続き働きかけ、継続していきたい。 

特別支援教育に対する学びと理

解を深める 

特別支援教育の研修へ積極的に参加し理解を深める。支援が必要な

子どもへの対応の仕方を、教職員で実践を通しながら考えていく。ま

た、発達支援センター等の連携を通し具体的な手立ても学び、保護者

支援にも理解を深める。 

安全・衛生管理 こども園としての乳児からの安全管理を確立していく。新園舎の特

質、環境を十分に把握しながら、消防、警察の力を借り避難訓練を進

めて行く。 

コロナウイルス感染症の収束状況に応じて、衛生管理に留意しなが

ら子どもたちの安全を守っていく。 

 

6・学校関係者評価委員会の意見 

今年度も、参加した行事の中には子どもたち、保護者の笑顔があった。認定こども園になることで 

これからの時代の流れに沿って進んで欲しい。また年齢層の幅が広がるため、柔軟な対応が必要になる。

しかし、先生たちの心身共の健康が第一である。 

 

７・財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 


